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弘
大
職
組
の
加
盟
を

歓
迎
の
拍
手
で
承
認

改
悪
労
働
者
派
遣
法
が
９
月
30

日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
人
材

派
遣
業
界
で
は
「
今
後
の
採
用

は
、
ま
ず
は
派
遣
で
試
し
て
か

ら
」
「
人
件
費
コ
ス
ト
の
大
幅

削
減
」
な
ど
、
旺
盛
な
営
業
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
企
業
が
正

社
員
労
働
者
を
雇
用
す
る
場
合

は
、
正
社
員
求
人
を
提
出
し
、

応
募
者
の
中
か
ら
選
考
の
上
で

採
用
す
る
の
が
一
般
的
で
す
。

し
か
し
、
改
悪
派
遣
法
で
は
、

派
遣
会
社
か
ら
有
期
契
約
の
派

遣
労
働
者
を
受
け
入
れ
、
３
年

間
使
っ
て
か
ら
正
社
員
雇
用
す

る
と
、
採
用
し
た
企
業
に
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
80
万
円

（
大
企
業
70
万
円
）
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
正
社
員
で
は
な
く
無

期
雇
用
で
も
助
成
金
50
万
円

（
大
企
業
45
万
円
）
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
派
遣
料
金
は
人
件
費

で
は
な
く
経
費
と
し
て
計
上
さ

れ
る
の
で
、
派
遣
を
受
け
入
れ

る
こ
と
に
よ
り
名
目
上
の
人
件

費
は
減
少
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
派
遣
労
働
者
の
賃
金
は
、

派
遣
先
の
同
じ
業
務
に
従
事
し

て
い
る
労
働
者
に
比
べ
著
し
く

低
い
現
状
に
あ
り
、
派
遣
労
働

を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、
①
そ

の
間
の
支
出
が
抑
え
ら
る
、
②

実
質
的
に
３
年
間
の
試
用
期
間

で
直
接
雇
用
の
可
否
判
断
が
で

き
る
、
③
直
接
雇
用
し
た
場
合

に
助
成
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
で
は
、
い

き
な
り
直
接
雇
用
す
る
企
業
は

ほ
と
ん
ど
無
く
な
り
ま
す
。
改

悪
派
遣
法
は
派
遣
労
働
者
に
限

ら
ず
、
就
職
・
転
職
し
よ
う
と

す
る
方
々
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。　
　
　

（
檜
山
）

全
労
連
東
北
青
年

交
流
会
に
40
名

食
と
農
が
危
な
い
！

― 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意 

―

楽
し
か
っ
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

― 

生
存
権
裁
判
支
援 

―

戦争法廃止
      安倍政権NO!
小森陽一講演会に200名

　

戦
争
法
が
強
行

採
決
さ
れ
て
か
ら

１
か
月
が
経
過
し

ま
し
た
。し
か
し
、

全
国
各
地
で
戦
争

法
廃
止
の
運
動
は

継
続
し
て
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。「
総

が
か
り
行
動
実
行

委
員
会
」は
、強
行

可
決
さ
れ
た
19
日

を
統
一
行
動
日
と

し
て
取
り
組
み
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
24
日
、県

９
条
の
会
主
催

の
「
小
森
陽
一
講

演
会
」が
青
森
市

で
開
催
さ
れ
、県

内
か
ら
200
名
が
参

加
し
ま
し
た
。小

森
陽
一
・
東
京
大

学
大
学
院
教
授

は
、戦
争
法
廃
止

の
展
望
と
９
条
の
会
の
活
動
の

果
た
す
役
割
を
熱
く
語
り
ま
し

た
。小
森
さ
ん
は
、戦
争
法
反
対

の
闘
い
の
国
民
運
動
に
発
展

し
た
背
景
に
は
①
全
有
権
者

規
模
で
の
宣
伝
活
動
②
思
想
・

信
条
を
超
え
た
共
同
③
学
生
・

青
年
、女
性
、高
齢
者
の
参
加
④

地
道
な
９
条
の

会
の
活
動
、な

ど
を
上
げ
ま
し

た
。戦
争
法
廃

止
の
展
望
と
し

て
、①
参
院
選

で
の
勝
利
②

戦
争
法
廃
止

２
０
０
０
万
署

名
の
推
進
③
地

方
議
会
・
議
員

へ
の
働
き
か
け

④
保
守
も
含
め

た
共
同
行
動
の

拡
大
、な
ど
の

取
組
み
を
強
調

し
ま
し
た
。そ
の
後
会
場
か
ら

の
質
問
に
丁
寧
に
答
え
２
時
間

半
の
講
演
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

県
９
条
の
会
、各
地
域
・
職

場
９
条
の
会
、憲
法
ネ
ッ
ト
等

は
引
き
続
き
集
会
、街
宣
・
署

名
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

　

さ
る
10
月
11
、
12
日
、
宮
城

県
蔵
王
に
て
東
北
青
年
オ
ク
ト

ー
バ
ー
フ
ェ
ス
ト
（
全
労
連
青

年
部
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会
）

が
開
催
さ
れ
、
40
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
青
森
か
ら
も
５
名

（
自
治
労
連
２
名
、
医
労
連
２

名
、
建
交
労
１
名
）
が
参
加

し
、
１
日
目
の
会
場
周
辺
を
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
し
な
が
ら

の
『
賞
品
付
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
』

と
、
２
日
目
に
は
実
践
『
ワ
ー

ル
ド
カ
フ
ェ
』
（
席
替
え
を
し

な
が
ら
の
グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
）

で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
同
じ
職
種

で
は
な
く
業
種
を
超
え
た
青
年

の
交
流
が
で
き
て
新
鮮
だ
っ

た
」
「
来
年
も
あ
れ
ば
ま
た
参

加
し
た
い
」
な
ど
の
声
が
あ
り

ま
し
た
。

　

青
年
の
交
流
会
は
、
一
昨
年

の
青
森
で
開
催
さ
れ
た
初
級
労

働
学
校
以
来
で
す
。

　

誰
も
が
こ
の
日
を
待
ち
わ
び

て
い
る
!?
そ
ん
な
青
森
生
存
権

裁
判
を
支
援
す
る
会
に
よ
る
年

に
一
度
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
〝
秋

の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
in
夜
越

山
〞
。
恒
例
と
な
っ
た
こ
の
行

事
も
、
た
た
か
い
の
広
が
り
と

　

政
府
は
、
10
月
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に

つ
い
て
「
大
筋
合
意
」、「
重
要

５
品
目
の
関
税
は
完
全
に
守
ら

れ
た
」
と
発
表
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
コ
メ
な
ど
の
「
重
要
５

品
目
」（
コ
メ
、
小
麦
、
牛
・

豚
肉
、
乳
製
品
、
甘
味
資
源
作

物
）
の
３
割
の
関
税
撤
廃
を
は

じ
め
農
林
水
産
物
の
81
％
の
関

税
撤
廃
は
国
会
決
議
に
違
反
し

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

　

10
月
29
日
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
県

同
様
に
年
々
参
加
者
が
増
え
、

今
年
は
生
憎
の
雨
模
様
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
昨
年
を
上
回
る
121

名
が
参
加
し
、
各
地
の
仲
間
と

交
流
を
深
め
ま
し
た
。
焼
き

肉
、
焼
き
そ
ば
、
焼
き
鳥
、
豚

汁
、
お
に
ぎ
り
、
イ
カ
に
帆
立

に
野
菜
と
メ
ニ
ュ
ー
も
年
々
豪

華
に
。
す
で
に
ベ
テ
ラ
ン
の
域

に
達
し
た
準
備
ス
タ
ッ
フ
の
奮

闘
も
あ
っ
て
、
準
備
し
た
食
べ

物
も
飲
み
物
も
気
づ
い
た
ら
も

う
品
切
れ
！
特
に
お
酒
は
、
７

〜
８
本
の
一
升
瓶
、
ビ
ー
ル
、

焼
酎
、
ウ
イ
ス
キ
ー
が
す
べ
て

空
っ
ぽ
。
あ
っ
と
い
う
間
の
楽

し
い
一
日
で
し
た
。
こ
の
企

画
、
も
う
色
ん
な
意
味
で
や
め

ら
れ
ま
せ
ん
ね
。

実
行
委
員
会
主
催
の
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ

と
牛
・
豚
肉
、
り
ん
ご
（
と
く

に
果
汁
）
に
重
大
な
影
響
を
与

え
る
こ
と
。
労
働
分
野
で
は
、

外
国
企
業
の
日
本
進
出
、
安
い

外
国
人
労
働
者
の
増
大
な
ど
の

問
題
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

学
習
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ

が
医
療
・
農
業
・
労

働
の
分
野
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
与
え
る

の
か
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
医
療
で
は
、

混
合
診
療
や
病
院
の

株
式
会
社
化
、
薬
代

の
高
騰
な
ど
が
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。
農
業

で
は
、
青
森
県
の
米

会場いっぱいの小森講演会

蔵王に東北６県から結集

楽しかったBBQ １０団体が参加したTPP学習会
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第300回
まちがい
さがし

連帯あいさつする千代谷県本部委員長

大
好
き
な
リ
ン
ゴ
の
花

が
今
年
は
沢
山
咲
き
ま
し
た
。

も
っ
た
い
な
く
て
摘
花
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
結
果
実
り

の
秋
の
今
、
リ
ン
ゴ
が
ぶ
ど
う

の
実
の
よ
う
に
鈴
な
り
に
。
こ

ん
な
に
な
っ
た
の
は
初
め
て
で

原発・核燃から撤退を
ー 全国集会に240名 ー

す
。
（
都
谷
森
孝
子
・
年
金
者

組
合
）

日
暮
れ
が
早
く
な
り

す
ぐ
真
っ
暗
。
と
う
と
う
苦
手

な
季
節
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。

な
の
で
、
春
咲
き
球
根
を
植
え

ま
し
た
。
春
を
楽
し
み
に
す
ご

し
ま
す
。
（
今
晴
美
・
ひ
だ
ま

り
）

去
年
の
秋
に

植
木
鉢
に
植
え
た
く
り
が
芽
を

出
し
て
、
今
30
㎝
ぐ
ら
い
で
す
。

（
宇
部
好
子
・
県
教
組
）

デ
�
ズ
ニ
�
ラ
ン
ド

が
大
好
き
で
す
。
今
年
は
イ
ー

ス
タ
ー
や
夏
祭
り
・
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
も
行
っ
て
大
変
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
混
む
の
が
嫌
な
方

は
閑
散
期
で
あ
る
１
月
に
行

か
れ
る
の
を
お
勧
め
し
ま
す
。

（
佐
々
木
貴
哉
・
全
労
働
）

最
近
60
歳
す
ぎ
た
ら

心
身
共
に
所
々
に
ガ
タ
が
き
て

困
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
と

う
ま
く
意
思
伝
達
が
で
き
る
よ

う
に
日
々
で
き
る
よ
う
に
頑
張

っ
て
い
ま
す
（
工
藤
順
勝
・
私

教
連
）

寒
く
な
り
ま
し
た
�

パ
ワ
ハ
ラ
の
お
話
を
聞
く
機
会

が
あ
り
、
「
何
と
ま
あ
」
と
怒

り
、
心
も
寒
く
な
り
ま
し
た
。

（
工
藤
ふ
み
・
県
教
組
）

シ
ル
バ
�
ウ
�
�
ク
に

つ
が
る
一
代
様
め
ぐ
り
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
全
部
で
８
カ
所
。

最
勝
院
は
と
て
も
風
情
が
あ
り

良
か
っ
た
で
す
。
初
め
て
御
朱

印
帳
を
買
い
、
御
朱
印
も
い
た

だ
い
て
き
ま
し
た
。
今
年
も
残

　

10
月
18
日
、
青
森
市
で
「
原

発
再
稼
働
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
全
国
交

流
集
会
ｉ
ｎ
青
森
」
が
開
催
さ

れ
全
国
と
県
内
各
地
か
ら
240
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

青
森
県
で
全
国
集
会
が
開
催

さ
れ
る
の
は
３
回
目
で
、
今
回

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
『
原
発
・

核
燃
か
ら
の
撤
退
』
の
合
意
形

成
を
」
と
し
、
福
島
原
発
事
故

が
収
束
さ
れ
て
い
な
い
な
か
で

川
内
原
発
再
稼
働
が
強
行
さ
れ

る
と
い
う
緊
迫
し
た
も
と
で
開

催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

現
地
実
行
委
員
会
を
代
表
し

て
奥
村
県
労
連
議
長
が
あ
い
さ

つ
、
本
県
の
原
発
・
核
燃
サ
イ

ク
ル
施
設
誘
致
の
歴
史
的
背
景

あいさつする奥村議長

を
報
告
、
全
国
と
連
帯
し
て
原

発
・
核
燃
か
ら
の
撤
退
を
訴
え

ま
し
た
。

  

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー

ル
で
回
答
。
氏
名
、
住
所
、

組
合
名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

余
白
に
職
場
の
様
子
や
最
近

の
出
来
事
な
ど
を
、
お
よ
せ
く

だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽

選
で
図
書
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

●
締
切
＝
12
月
15
日

●
発
表
＝
１
月
号

●
宛
先
＝
０
３
０
―
０
８
５
２

青
森
市
大
野
字
若
宮
１
６
５
―

１
９
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
は
欄

外
に
表
記
。
「
第
300
回
ま
ち

が
い
さ
が
し
」
係
り
ま
で
。

第
298
回
の
答
え
と
当
選
者

《
答
え
》
①
き
ね
②
右
の
ウ

サ
ギ
の
耳
③
左
の
ウ
サ
ギ
の

し
っ
ぽ
④
帯
⑤
ウ
サ
ギ
の
持

っ
て
い
る
果
物
⑥
ス
ス
キ
⑦

三
方

《
当
選
者
》
20
通
の
応
募
で

年
金
裁
判
に
勝
利
す
る
ぞ
！

四
市
で
年
金
者
一
揆１００名が参加した青森集会

７１名が参加した八戸集会

　

年
金
者
組
合
は
、
10
月
16
日

を
中
心
に
全
国
各
地
で
10
回
目

と
な
る
「
年
金
者
一
揆
」
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
こ
の
行
動
は
、

「
若
い
人
も
高
齢
者
も
安
心
で

き
る
年
金
制
度
の
実
現
」
を
求

め
る
100
万
署
名
と
年
金
削
減
処

分
取
り
消
し
を
求
め
る
「
年
金

裁
判
」
を
大
き
な
テ
ー
マ
と
し

て
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
森
市
で
は
16
日
、
年
金
者

組
合
東
青
支
部
主
催
の
「
年
金

一
揆
」
が
青
い
森
公
園
で
開
催

さ
れ
、
100
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

柳
谷
政
志
支
部
長
が
主
催
者
あ

い
さ
つ
、
憲
法
違
反
の
戦
争
法

の
廃
止
、
年
金
裁
判
の
勝
利
、

年
金
100
万
署
名
の
達
成
等
を
訴

え
ま
し
た
。
横
山
慶
一
弁
護
団

長
は
、
年
金
裁
判
の
仙
台
移
送

問
題
と
裁
判
勝
利
の
た
め
の
取

組
み
を
提
起
し
ま
し
た
。
千
代

谷
邦
弘
県
本
部
委
員
長
、
山
脇

智
日
本
共
産
党
青
森
市
会
議
員

が
連
帯
の
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　

八
戸
市
で
は
15
日
、
年
金
者

組
合
三
八
支
部
な
ど
に
よ
る
実

行
委
員
会
主
催
の
「
年
金
者
一

揆
」
が
開
催
さ
れ
、
各
団
体
か

ら
71
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
兼

田
正
事
務
局
長
が
情
勢
報
告
、

年
金
裁
判
に
支
部
か
ら

25
名
の
参
加
、
朝
市
や

コ
ー
プ
店
、
健
康
祭
り

な
ど
で
１
２
０
０
筆
の

年
金
署
名
の
取
組
み
な

ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

中
弘
南
黒
で
は
24
日
に

「
年
金
一
揆
」
を
開
催
、

50
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

十
和
田
市
で
は
３
カ
所

で
街
頭
宣
伝
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

福
井
県
の

代
表
は
、
大

飯
原
発
運
転

差
止
め
裁
判

勝
利
の
取
り

組
み
を
報
告
、

「
福
島
原
発

は
我
国
始
ま

っ
て
以
来
最

大
の
公
害
、

環
境
汚
染
」

で
あ
る
と
断

じ
た
判
決
の

重
要
性
を
強

調
し
ま
し
た
。

８
人
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

の
取
り
組
み
の
報
告
が
行
わ
れ

た
後
、
「
原
発
・
核
燃
か
ら
の

り
わ
ず
か
、
平
和
に
過
ご
せ
ま

す
よ
う
に
。
（
三
浦
し
の
ぶ
・

ひ
だ
ま
り
）

知
的
財
産
の
盗
用
が

騒
が
れ
て
い
ま
す
が
、
他
国
の

良
い
制
度
は
ど
ん
ど
ん
取
り
入

れ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
（
相
馬

貴
之
・
健
生
労
組
）

日
が
暮
れ
る
の
が

早
く
な
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に

暗
く
な
り
ま
す
。
行
事
も
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
す
が
出
歩
く
際
も

目
立
つ
よ
う
な
色
あ
い
等
、
気

を
つ
け
て
事
故
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
（
鎌
田
文
子
・
年

金
者
組
合
）

９
・
５
の
駅
前
集
会

ラ
ビ
ナ
屋
上
か
ら
撮
影
し
て
い

て
千
四
百
人
は
圧
巻
の
一
言
！

（
細
川
弘
彦
・
年
金
者
組
合
）

し
た
。
当
選
者

は
次
の
方
々
で

す
。

三
上
恵
美
（
県

教
組
）、
柳
谷

道
広
（
全
法

務
）、
苫
米
地

香
子
（
県
教

組
）、
佐
々
木

貴
哉
（
全
労

働
）、
宇
部
好

子
（
県
教
組
）

撤
退
」
「
原
発
ゼ
ロ
」
の
合
意

形
成
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
！
の

ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
終
了
し
ま

し
た
。


